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研究成果の概要（和文）：慢性疾患在宅療養者の遠隔モニタリングに基づくテレナーシングシステム、およびプ
ロトコルを疾患別に作成した。テレナーシング前後の療養者のヘルスリテラシーを量的・質的データを統合する
混合研究法により検討した。在宅モニタリングは日々の身体状態の理解、適切なセルフケア行動と動機づけを促
進し、それによってヘルスリテラシーの変化が生じるとメタ推論された。デンマーク、オーストラリアの遠隔医
療の見学から、自立生活をめざし、利便性に配慮した遠隔医療の導入を国や自治体が推進し、user-drivenの開
発を重視していた。テレナーシング実践セミナーのカリキュラムを作成し、受講満足度は平均8.5(0～10)点であ
った。

研究成果の概要（英文）：The focus of this study is home monitoring-based telenursing system 
specially designed for people with chronic diseases as well as telenursing protocol adopted for 
nurses’use. The older adults with chronic disease were provided with the telenursing system for 12 
weeks and evaluated their health literacy, before and after using the system,by utilizing a mixed 
method study design. Home-monitoring promotes participants’health literacy through daily 
understanding of physical condition and improves appropriate self-care behavior. From the 
observation of Danish telehealth practice,the local governments promoted the introduction of 
telehealth aiming at independent living for older adults and emphasized user-driven healthcare 
technology. Center for online health in Australia guarantee the quality of telehealth and equal fee 
to clinic in person. In addition, we provided the 7-hour telenursing education curriculum for 
healthcare providers, and the mean satisfaction represented 8.5/10 points.

研究分野：地域・老年看護学

キーワード： テレナーシング　テレヘルス　遠隔モニタリング　慢性疾患管理　ヘルスリテラシー　混合研究法　遠
隔医療教育

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
わが国の慢性疾患管理の方法として、遠隔モニタリングに基づくテレナーシングの普及は遅れている。本研究で
テレナーシング前後の療養者のヘルスリテラシーの変化を評価した結果、日々の身体状態の理解が適切なセルフ
ケア行動と動機付けを促進し、ヘルスリテラシーを好転することを示した。諸外国の実践例からは、
user-drivenの開発は、利用者の活用性を高めること、対面医療と遠隔医療を同等に評価することで普及するこ
とが示された。看護師等にテレナーシング教育セミナーを実施し、遠隔コミュニケーションの有用性を理解する
ことで、今後取り組みを希望した者が55%あった。本研究成果はテレナーシングの普及にとって意義がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 テレナーシングは情報通信技術を活用し、慢性疾患在宅療養者等に遠隔地から看護を提供し、
セルフケアや健康関連アウトカム、満足感等を向上する費用効果の高い方法であるが(ICN, 

2001; ATA, 2018)、療養者自身が健康状態を的確に理解し、ヘルスリテラシーを向上するのかに
ついて明確ではない。さらに、療養者が主体的に参加できるテレナーシング方法を確立すると
ともに、テレナーシングを提供する看護師のための教育プログラムを作成する必要性が高い。 

  

２．研究の目的 

(1)慢性疾患管理を目的とした「患者参加型テレナーシングシステム」を開発し、これを用いた
在宅療養者のヘルスリテラシーの変化を混合研究法により検討する。 

(2)諸外国先進実践例をもとに、患者参加型のテレナーシング開発に必要な要素を検討する。 

(3)看護職等を対象としたテレナーシング教育カリキュラムを作成し、それを用いたセミナーを
開催して受講者からの内容評価を受けるとともに、テレナーシングの普及を図る。 

 

３．研究の方法 

(1)患者参加型テレナーシングシステム、および導入用教材の開発 
慢性閉塞性肺疾患、糖尿病、筋萎縮性側索硬化症、慢性心不全等を対象とした在宅モニタリ

ングに基づくテレナーシングシステムをタブレット端末、計測機器、症状問診-回答で構成・開
発する。利用者の主体的取り組みを促進するため、導入用の user-friendlyな教材を作成する。 

(2)諸外国先進実践例の収集 
デンマークオールボー大学、オーストラリア連邦クイーンズランド大学に滞在し、機器開発、

および遠隔医療実践に陪席して情報収集し、わが国のテレヘルスへの応用について検討する。 
(3)テレナーシング導入前後の慢性疾患在宅高齢者のヘルスリテラシーの評価 
テレナーシングシステムを慢性疾患在宅療養者に導入し、プロトコルにもとづいたテレナー

シングを 12 週間行う。対象は、研究協力 4 医療機関に通院する 60 歳以上で、医師から紹介を
受けた者とし、評価項目は、ヘルスリテラシー(量的データ)、在宅モニタリングを行った経験(質
的データ)とし縦断的に評価する。分析は、収斂法(Creswell, 2015)を用い、メタ推論を加える。 

(4)テレナーシング実践セミナーの開催と内容評価 
テレナーシングに必要な基礎知識、および遠隔コミュニケーション技術を習得するテレナー

シング教育カリキュラムを作成し、セミナーを実施する。参加者には内容評価を依頼する。 

  

４．研究成果 

(1)患者参加型テレナーシングシステムの開発成果 

心身の遠隔モニタリングを行うため、計測(酸素飽和度、脈拍、体温、血圧、ピークフロー、

歩数、体重)、問診(酸素吸入、服薬、睡眠、食欲、歩行・移動、浮腫、排便尿、痰の量・色、

疼痛、特別な症状、息切れ、主観的体調:0～10)を作成し、user-friendly な回答選択肢を作成し

た。テレナーシングを標準化するため、モニタリング項目別に判断樹を示したテレナーシング

プロトコルを対象疾患別に作成・編集した。在宅療養者自身が本システムに主体的に参加でき

るよう、導入時に利用する教材を作成した。 

(2)諸外国先進実践例の収集結果 

2018 年 6 月にオールボー大学を訪問し、遠隔医療研究開発や自治体との協働による在宅高齢

者等への遠隔医療とバーチャル訪問の実際を収集した。自立生活を第一にめざした user-driven 

innovation により在宅療養者にテクノロジーの導入を自治体が強力に推進し、利用満足度が高

かった。療養者へのインタビューから、ポータルは「自分が必要な情報がすべて入っているツ

ールボックス」と認識され、活用性が高かった。また、同 9 月にクイーンズランド大学遠隔医

療センターを訪問した。豪州では、政府が基幹病院と地域クリニック間の遠隔医療専用回線の

整備を終え、健康保険制度に遠隔医療を位置づけ、遠隔医療は対面診療と同等に扱われている。

医療の質の保証の面では、遠隔医療センター内の 5 室のスタジオには予約診察する各科の専門

医と助手を配置し、通常の診療と同様の時間枠を設定し、予約診療としていた。遠隔地のクリ

ニックや高齢者施設に研修医あるいは看護師を配置し、彼らが利用者を診察室に呼び入れ、遠

隔医療センター側の専門医がテレビ回線により遠隔診療を実施し、遠隔地側の研修医あるいは

看護師が触診等を行い、専門医に報告する方法で実施されていた。遠隔医療によって検査の重

複、通院にかかる経済的・時間的負担が軽減され、利用者満足度の高い診療形態となっていた。 

(3)テレナーシング導入前後の慢性疾患在宅高齢者のヘルスリテラシーの評価 

慢性疾患在宅高齢者 13 名にテレナーシングを各 12 週間提供した。そのうち安定的に経過し 

た 9 名を解析した。テレナーシング前後のヘルスリテラシー(p = .025)、および健康関連 QOL 

(p =.050) は有意に向上した。在宅モニタリングを行った高齢者の経験は、「身体的状態を視覚

的に理解する」「適切な生活習慣を身につける」等であった。量的・質的データの収斂から、在



宅モニタリングは日々の自身の身体状態の理解、それによる適切なセルフケア行動、およびそ

の動機づけを促進し、それによってヘルスリテラシーの変化が生じるとメタ推論された。 

(4)テレナーシング実践セミナーの評価 

セミナーのカリキュラムは、諸外国の文献検討、および厚生労働省遠隔医療従事者研修等を

参考に作成し、現場の臨床家が参加しやすいよう 1 日コースの 7 時間とした(下表)。これを用

いたセミナーを企画・運営し、2016 年度 30 名、2017 年度 11 名、2018 年度 33 名、計 74 名が

受講した。看護師有資格者の臨床経験年数は平均 11.7 年であった。過去にテレナーシング実践

経験がない者は 91.9%であった。受講により「テレナーシングを初めて知った」「コミュニケ

ーションスキルが必須であると感じた」「通院困難な人に有意義である」等の認識が得られ、

55.4%が今後テレナーシングを提供したいとし、受講満足度は平均 8.5(0～10点評価)であった。 
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